
圏

書

紹

令

1~ 

ハ
筏
庫
新
着
女
献
及
び
其
の
他
ぱ

六
月
中
及
び
七
月
中
に
聞
書
室
に
仲
間
入
り
し
た
文
献
、
雑

誌
類
は
次
の
様
な
も
の
で
す
o
皆
巌
ど
う
ぞ
御
利
朗
下
さ
い
o

x
自
然
科
準
と
博
物
館
第
一
九
巻
第
-
一

i
一
一
一
統

一
九
五
一
一
一
一
一
月

×

同

右

第

二

O
雀
第
一

l
二
披

一
九
五
三
一
月

×

同

右

第

二

O
巻

第

三

l
四
銃

一
九
五
三
四
月

×
一
一
一
軍
鯨
水
産
試
験
場
事
業
概
要
並
に
業
務
別
漁
箪
明
細
表

三
重
耐
料
水
産
試
験
場
一
九
五
三

X

北
海
道
開
設
局
、
土
木
試
験
所
月
報

第
一
九
援
、
第
二

O
競
、
第
一
一
一
一
銃

×
土
木
試
験
所
繋
報
第
七
銃
一
九
五
一
一
一
一
一
一
月

O
幾
春
別
、
芦
別
地
区
挺
預
定
地
、
地
質
調
査
報
告

ハ
地
質
研
究
室
υ

徳
島
照
水
産
試
験
場
一
九
五
=
一
四
月

一

九

五

三

二

月

X
水
試
だ
よ
り

×
水
産
遡
報

×
北
海
道
区
資
源
調
査
一
要
報
ハ
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
調
査
第
一
説
)

第
四
畿

北
海
道
底
水
産
研
究
所
並
北
海
道
立
水
産
試
験
場

一
九
五
三
三
月

×
北
海
道
海
恒
錦
資
調
調
査
資
料
相
一
九
五
一

B
輯

水
産
隠
北
海
湿
原
水
産
研
究
所
一
九
五
三
四
月

×
水
産
融
北
海
道
区
水
産
研
究
所
研
究
報
告
第
八
競

一
九
五
三
六
月

O
魚
類
自
動
調
調
機
内
研
究
ハ
水
平
蓮
動
に
よ
る
調
理
機
機

に

就

い

て

〉

大

川

、

久

保

、

島

谷

部

共

著

og一
関
沖
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
種
類
に
就
い
て
の
考
察

演
回
瞥
存
者

。
海
産
魚
類
の
成
熟
度
に
闘
す
る
研
究
一
、
ク
ロ
ガ
レ
イ

の

精

義

の

挙

節

的

循

環

山

本

喜

一

郎

著

O
北
海
沼
産
鱗
類
の
年
令
に
闘
す
る
研
究
第
三
報
ヒ
レ
グ

ロ

(

ナ

メ

タ

ガ

レ

イ

〉

石

田

力

一

帯

×
北
水
試
月
報
第
一

O
巻

第

六

披

×

同

右

第

一

O
巻

第

七

競

北
海
道
立
水
産
試
験
場
六
月

l
七
月

×
鮭
標
識
放
流
試
験
海
報

水
産
鰐
漁
政
部
漁
業
調
態
第
二
課
一
九
五
一
一
一
一
一
月

×
サ
ケ
属
魚
鎖
標
識
放
流
試
験
結
果
概
観
平
野
義
見
著

北
海
道
立
水
産
試
験
場
五
十
遡
年
記
念
競
北
水
試
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×

墜

鎧

第

六

鋭

×

同

右

第

七

披

X

水

産

北

海

道

六

月

披

x
科

態

第

二

一

一

一

巻

第

六

競

O
内
分
泌
腺
の
相
主
作
用
|
脳
下
垂
体
前
葉
と
生
殖
腺
と
の

内

分

泌

的

相

闘

・

竹

脇

潔

著

O
サ
ケ
臨
の
卿
化
腺
に
於
け
る
ゴ
ル
ヂ
休
と
ミ
ト
コ

ν
F
P

ア

西

国

秀

夫

著

×

同

右

第

一

一

一

一

一

巻

第

七

鏡

岩

波

書

庖

O
二
番
目
の
シ

1
一
フ
カ
シ
ス

ジ
ェ

1
・
エ
凡
・
ピ

1
・
ス
ミ
ス
著

o=一
億
年
前
の
奇
魚
シ

1
ラ
カ
ン
ス
(
高
弁
冬
二
)
話
題

。
魚
類
の
全
体
刺
激
に
つ
い
て
ハ
鈴
木
正
夫
、
一
幅
一
山
E
雄〉

×
北
海
道
の
水
嚢

臨
時
北
海
道
水
産
振
興
針
策
審
議
曾
一
九
五
一
一
一

×
北
海
道
の
水
産
物
被
査
成
積

附
支
隠
別
漁
種
別
漁
獲
高
、
検
査
品
目
外
主
要
水
産
物
生

産

高

北

海

道

水

産

物

験

査

所

一

九

五

三

×
陸
水
車
雑
誌
第
一
六
巻
第
一
銃
一
九
五
二
四
月

x
北
海
道
立
水
産
試
験
場
標
本
室
説
明
書

×
北
海
活
大
陸
・
水
産
皐
部
研
究
嚢
報
第
一
一
一
巻
第
三
競

北
海
道
大
塵
水
産
墜
部
一
九
五
二
一

1
一一一

民
紛
戸
海
洋
気
象
台
奨
報
第
一
六
一
一
一
銃
一
九
五
一
一
一
一
一
一
月

第
五

O
径

第
五

O
巻

丸
著
書
脂

x
い
わ
し
針
策
資
源
調
査
権
当
官
曾
議
キ
事
録

浅
海
培
瓶
携
当
官
曾
議
々
事
録

水
産
臨
調
査
研
究
部
研
究
第
一
課

x
食

研

時

報

第

一

一

一

誠

一

九

五

三

六

月

X

事
業
報
告
ハ
昭
和
二
五
、
ご
六
年
度
〉

静
岡
鯨
水
産
試
験
場

×
京
都
大
準
食
糧
科
患
研
究
所
報
告

一
九
五
二

第

二

銃
一
九
五
二
一
六
月

×
出
。
自
己
山
『
由
。
同

H
V
O
同
w
m
m
o
p吋
O
V
H
M
M
m昨
日

2
g
同
O
】
司
町
。
。
門
HFuγ

2
2
岡山
2
5
d民
話
富
山
叶
同
局
0
・

印

回

目

印

町

民

Hvgr

×
園
立
科
皐
博
物
館
研
究
報
告
第
一
一
三
駿
一
九
五
一
一
一
一
一
一
一
月

×
農
墜
研
究
所
奨
報
第
四
巻
第
四
銃

東
北
大
開
室
長
態
研
究
所
一
九
五
一
一
一
一
一
バ

x
北
海
誼
立
農
業
試
験
場
報
告
第
凶
銃
一
九
五
二
一
の
凡

北
海
道
立
農
業
試
験
場

×
北
海
道
立
工
業
試
験
場
報
告
第
一
二
有
競

O
低
温
乾
協
と
没
質
特
に
水
分
主
の
闘
係
に
就
い
て

北
海
沼
立
工
業
試
験
場
一
九
五
一
一
一
一
一
一
バ

x。
同
町
mroH⑦
同

y
v
g拘
』
出
回
比
三
G
阿

国

31
自
己
回
。
江
口
同
町
山
崎
H
V
-

同

w
H
L『
Q
由
角
川
市
}

H

d

司
・
回
E
B
m
wず
い
『

gv-m山口

--HH⑦
匂
・
吋
E
F
-
M
0・
∞
hv

】
申
印
凶

グ
プ
ル
ス
ト
ル
轡
及
び
ベ
ー
リ
ン
グ
海
沖
合
漁
業
h
H

ジ
ョ
セ
フ
・
テ
イ
・
バ
ル
ン
パ
イ
箸

一
一
一
バ
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x Embryologia Bioiogical Institute， Faculty of 
Science， Nagoya Universi二ty March 1953 

込極言~Q怪童産再試ö%出~j;空軍1!- Q i)むE袋、 -I:-Iiiil旅獲榊
x Tests oI Hatchery foods for salmon 1951. 

By Rogeで E.Burrows， DごavidD. Pal，ドes，
H. wiliam Newman and Robest L. Aze-

vedo 
Sp. Sci. Rep. Fish. No 86 
United States Department of thc Interi-
or， Fish and WildliCe 
Service，Washington D. C. 

、 J~f封 1 母躍は事!it-t-(l盤会~!W~~露;誌昔話、
V.~ -・干-.'1'ト0.-r<' '"" '1'‘ヤム・ 1ト干・
・〈辻、夫r<:' tl '"ホ.1:'-、，，~ト 011 ・.， r¥ -trλ' 
0. ~ -... . tl ~ • )'... .~ '( "ム F 報榊

x Furunculosis of Fish. 
By Bruce M. McCraw 

U.S. Department of the Jnterior Sp. Sci Rep. F-

ish. No.84 

込挺諜Q総量~l英、

'"合-K'・H 011・l>，，~~o. f下湾中

x Notes on an archianuelid， Saccocirms major. 
By Tohr Uchida and late， Shiro Okusa A-
priI 1953 

Reprinted from thc Jour. Faculty of SCience， 
Hokkaido Uuiversity 

x Annual Report 
Oregon State Ga凶cCommi闘いnFisheries Di-
vision 1952 

c<眠岳弾慢Ifi横.t(鍾・綱案〉

x lÉ~1 J'l(時魁~制官鐙~飾帯*草野本側

×盟~li<母脳覇市i$~布陣賂E

×自45支援ft-!1縦士!{l-l毛E固ま寵Q廓E3

~.J.j~~表E霊源脳1証鐙!$

xm~11K母~1宙誕自雨量喜詩型濯お粥〈緩怠躍〉

m~iliぐ母国~-JJ 平年長III~ 総]-¥Jお

継零細司EtきEZ曜1&!llR握お罷柑結
x主玉砕EEキ毛側担重量感怖縦若手ljtI m罷I]-\J母幽ft-~ト聾

害時E雲寺毛悩拡重量感

x IIH輔~判-1<掛長制草野話足~ 総H知 総11お

0盟寺毛細盤~~事 Q也終戦麺!l私F七時劉E眠!l彊t-Kl$ 

号式 ミ三豊聖選1f終
x5t1-明紙同O唱。総〈総 長榔締出

xm: litf 総iJ 111線認〈遺言

×キ毛幽単言語(告llKij存 関再三総+11'十1114nm

x{再選堂書手 総←11総 長j嬰i烈判{n!(!l務機長E号?hliS

×盟*J]-¥]母魁 都朝日告さ極端 持j嬰i現制宇毛細拡重量密

×亜科m:~笠蓉越返還式辞ljrr ~京 i1 l11 1~民

薗判~週&~主宰担 j・民間川 -¥]J1l::: 

X建設置細越~理李総瀦~詳総 1 ~湾総 1 ~怒

薗~菌倒産制謡E壁紙総論'園盤側諸艦



〈コ
p・司

x iE:長;団建~~終~躍Z罷体Il:u:::苦手 1~1両 1 mm;:-+11'弐
×、、 ì~r封 i 1 J m;:-..，li 1 c:r:: 

XiE:長沼袋脈事穂穏期母車まくや足室長〉

日主将醤a:=主 総長遺志

数日?:~露 関:::::~話相 ξ吉田E 総 10蔀
1$(盛~~まや護主 総 11器
保鍵主主画(主主主 総十11草主
主当時~ :l;);'mRミ主f記主 総十111醇

伐橋j:lf ~く野正 ~+m事
政濫主主~符宣 告E十回審

議事城壁重脳出窓 終十fぐ器

出盟主星雲 経治建 ll!R+~器

x m'~ヨ:Þ; Q~ト布告~:g;選択謹縫-'Jl\E.1縦鐙Jj[~革命
一ぎ江+議案鑑定割E同綻~盤固畿寝|銅器宇都

C!長越留軍l!!R'回避国経暗唱〈熊〉

4)叫長悩醤疑者除隠資総11艦
x)Iemoi1'a of the College of Ag1'iclllture Kyto U 
niversity ~o. 66 
March 1953 Fisheries Series No. 3. 

• on the configu1'ation and distribution of Te-
nsion of a Rope in a uniform Strean. (By 
Takeshi Kawallu and Futnio Tubota) 

• The drag acting on a net in a uniform cur-
1'ent II. CBy Hi1'oshi Fujita) 

• Revision of japanese Serranid fish， 1'efe1'ab1e 
to the Genus ACROPO.MA. <..By Kiyimat6U 

l¥fatsllbar:t ) 

• Studies of the bioch;，mica1 activitv of nl'1l"i-
ne bacte1'ia， 11 on the p1'ope1'ties of Agar-rl-
igeBting enzyme of V1BRIO PUHPUREU;'-: 
(By Hajime Kndota) 

• The phytop1ankton of lake 1Iitak司. (By Y 
uichi Y oneda ) 

・.Marinecyanophyceae froh】 WakaSl¥Bay (1). 
くBy18alnu Umezaki) 

>< Scicnce Heports of the 1'okyo BUllrika Dai耳a];:u
f'ection B. Vo1o. 7. Nos. l08-1U9 

x Carbon dioxide asphyxation of some B1'itHl C，，-
1urnbia F1'esh働 waterFi~hers. 

By Edgar C. B)ac];: and Virginia S. Bl‘lck 

X Pontopo1'eia and Mysis in 'Athabasha， G'rcat Bel~r 
and Great Slave Lake~. By P.A. Larkin 

x Thc Ro1c of Resea1'ch in the 1Iallagernent of F-
reshwater FisherieョinBritish Co1umbia. 

CBy P. A. L品1'kin)
x Report on the P1'eliminal'・ySurvey of the向ted-
head (lf the Lower Fraser River 

くByP. A. La1'kin 1950) 

x Canadian U.~es of Ele巴to1'1c11Fish Shockillg. 1ルー
viceョCByP. A. 1srkin ]950) 

x The P1'oduction of Kamloop弓 T1'out(Salmo gl:i-
1'dnerii k~I1ÙOOpS， Jo1'dan) in Palll L1ke， British 
Columbia. 

tBy P.A. Larkin， G. C. Ander.，o町、N.，~. 
Clemeus， .and D.C.G. Mackay !!}50) 

x 1'he Effect3 ou Fi~he1'ies of prop09cd Wが t1¥:> ，-
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x
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，
F
。
国
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向
。
口
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図
。
ロ
吋
同
my-2日
2
C
4
1
旬
】
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君
。
口
同
虫
色
吋
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当
幹
s
g
H
H
E
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宮

H
V
O

守
B
R
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ロ

E
4
2
巴

Ea

出町一川⑦

k
r
z
p
肖
お
回
目
向
。

B
⑦
ロ
同
阿
川
口
宮
山
口
H
H
M
G
口
出
向
。
・
凶

ハ
・
回
河
尉

-
C・
足
。
民
河
口

F
H
K・
可
-LP-F白
井
町
ロ
呂
町
山
〉

ハ
丸
月
中
在
庫
女
献
)

:
4
1
4

第
一
一
一
一
一
袋
第
九
披

!

1

E

明
第
二
一
一
一
程
第
一

O
披

x
北
海
泊
大
串
水
産
墜
部
研
究
品
誤
報
第
一
一
一
巻
特
別
競

北
海
道
太
平
洋
海
原
及
東
北
漏
出
阪
鮭
鱒
漁
業
調
査
報
告

ハ
第
一
回
報
甘
)
二
四
年
!
一
一
六
年
度
調
査

日
次

O
北
海
道
東
岸
沖
合
鮭
鱒
流
網
漁
業
試
験
に
就
い
て
ハ
昭
和

二
四
1
1
二
五
年
)
藤
井
、
鈴
木
、
西
山
、
阿
部
、
山
本
共
著

O
一
一
一
陸
沖
及
北
海
道
太
平
洋
抑
合
に
於
け
る
サ
ケ
、
マ
ス
漁

場

ω
研
究
戸
昭
和
二
回

l
二
六
年
度
U

持
臨
時
、
=
一
島
、
山
本
、
粛
藤
昭
、
荒
木
共
著

O
北
海
道
南
東
海
阪
鮭
鱒
漁
期
潟
況
ハ
昭
和
一
一
四
年
度
)

小
騰
、
藤
井
、
鈴
木
共
者

O
北
海
沼
南
東
海
図
鮭
鱒
漁
期
海
況
(
昭
和
二
五
年
度
υ

小
藤
、
藤
持
、
鈴
木
共
者

O
魚
体
よ
り
見
た
魚
群
の
栴
成
並
び
に
特
徴
ハ

I
〉

佐
隊
、
藤
弁
、
五
十
嵐
、
小
林
共
消

O
品
川
鐙
よ
り
見
た
魚
群
の
構
成
並
び
に
特
徴
ハ

E
〉

佐
藤
、
藤
井
、
芳
十
嵐
、
小
林
其
者

。
北
海
活
東
部
沖
合
の
鮭
鱒
類
の
天
然
餌
糾
の
研
究
ハ
予
報
)

田
村
、
河
合
共
著

O
鮭
鱒
流
網
漁
期
に
於
け
る
北
海
道
東
部
沖
合

ωプ
ヲ
)
ン
ク

ト

シ

分

布

に

就

い

て

田

村

、

藤

井

共

著

X

北
水
試
凡
報
第
一

ot官
第
九
披

北
海
道
立
水
産
試
験
場

x
昭
和
二
七
年
度
中
型
機
船
底
曳
網
漁
業
の
漁
具
概
要

ハ
特
に
網
目
に
つ
い
て
の
資
糾
)

研
究
片
報
昭
和
二
八
年
度
第
二
時
腕

水
産
隠
調
査
研
究
部
研
究
第
一
課

×
北
潟
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